　別表１　プレゼンテーション評価表
	審査項目
	審査の視点
	配点

	業務実績に
関すること
	業務実績
	・本業務に対して同種分野又は類似のPPP/PFI案件の調査、検討及び支援の実績があり、横断的な分野の調査及び国の発注する研究業務の実績等、高度な能力を有しているか
	５

	業務実施計画に関すること
	実施方針
	・目的達成に必要な事項が具体的に示されているか
	5

	
	工程計画
	・本調査の目的を理解し的確に目標達成できる工程となっているか
	５

	
	実施体制
	・担当技術者は、業務遂行能力を有しているか
・業務を適切に遂行できる人員配置となっているか
・各技術者の役割分担は適切か
	１５

	業務実施方法
	官民連携スキームの詳細検討
	・現状及び課題把握するための作業方法に的確性があるか
・課題の解決がされ、かつ４要件を満たすスキームが作成できるよう、検討方法等について分かりやすく的確に説明できているか
・「更新実施型」及び「更新支援型」を比較検討する手法が的確に分かりやすく説明できているか
	１５

	
	財政効果の検討
	・従前どおりに直営で下水道サービスを継続する場合の概算事業費(A)が得られるよう具体的かつ現実的な積算作業内容が示されているか
・ウォーターPPPを実施する場合の概算事業費(B)が得られるよう具体的かつ現実的な積算作業内容が示されているか
・上記A及びBの比較による定量的な評価のみならずメリット・デメリット等の定性的な評価を加味して総合的に判断する方針及び作業内容が具体的に示され、的確性があるか
	１５

	
	民間企業の意向調査
	・調査内容及び方針が具体的に示されており、調査方法及び対象事業者数が的確であるか
・町内企業が影響を受ける業種等を的確に把握しているか
・調査対象者にウォーターＰＰＰの制度について周知する方法が具体的に示されているか
	１５

	プレゼン
テーション
	プレゼンテーション
	・企画提案書が分かりやすく作成されているか
・説明が分かりやすく、説得力があるか
	１０

	
	質疑応答
	・質疑応答が的確かつ円滑に行えているか
・本事業に対する意欲及び熱意が見られるか
	１０

	価格点
	見積書
	※最低見積価格/当該業者の見積価格×５点。なお、小数点以下の端数は、切り捨てとする。
	５



